
産学官挙げての国家間競争となる健康・医療イノベーション研究

基礎研究 応⽤研究 臨床試験（治験） 承認・販売

（産官学連携による開発支援ネットワークの整備）
・創薬支援ネットワーク

医薬基盤研究所に創薬支援戦略室が大学のシーズを収集、評価し、同研究所、理化学研究所、
産業技術総合研究所（産総研）等が連携して応用研究を進めて企業へと橋渡しを行なう体制。

・医療機器開発支援ネットワーク（仮称）
産業技術総合研究所に窓口を置き、福島医療機器開発・安全評価センターやPMDA等が連携。

・Academic Research Organization（ARO）：臨床試験ネットワークの整備
臨床研究中核病院等のコアセンターを設置し、臨床試験に向けた複数病院のネットワークを整備。

・特区制度、文部科学省COI（Center of Innovation）拠点、プラチナ構想ネットワーク（超高齢化社会
の到来を見据えたまちづくりに向けた連携組織）を中核にしたネットワークオブネットワークスの整備
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医療機器分野の支援の在り方（例）

開発PJT推進

産業界の早期からの巻き込み
医工連携によるアカデミア・企業での開発

設計データ
提供

臨床での評価 導入のサポート

医療機関との連携支援

戦略作り 承認・認証の
要件整備
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保険収載での評価、
ICTインフラを活用した
市販後対応等を含む

社会基盤整備

優れた国内の要素技術を医工連携により医療機器へと応用
製品のコンセプト段階から実用化までを一貫して見通せる仕組みへ
最終製品市場で地位を築くには、IT分野のように改良改善のサイクルが早いことを想定したマーケットインの視点が必須

認証の範囲、期間の拡大？

市販後の評価を重視する考
え方の導入？

治療機器分野の大
企業に蔓延するリス
クへの云われのな
い恐れをどのように

取り除くか？

開発から実用化にいたる道筋、市場での収
益見通しの不透明さ、製品サイクルが短く、
市場は小さい現状をどのように打開するか？
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（前臨床試験）

臨床での評価
（必要ないクラスも）

製品化・実用化

臨床からのフィードバック


